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を見つけ、卒業後に息子さんを農場長とした北海道での農業を開始しました。その後ご主人は、

見事病気を克服し、小牧市と北海道での農業に携わります。咲子さんは、ご主人や息子さんの意

見を調整しながらも背中を押し、二人を支えてきたそうです。 

現在北海道の農場については、息子さん夫婦で 50ha の面積を管理し、小麦と加工用トウモロ

コシの契約栽培を行っており、順調に経営されています。 

 

 

 

咲子さんは、女性農業者による生活改善実行グループに昭和 53 年から

参加しており、そのグループ活動の中で、農産物を利用した料理や農家経

営など、様々な内容について勉強しました。このとき勉強したことを活か

し、農村生活アドバイザーやＪＡ女性部の活動を通して後輩に伝えるとと

もに、現在は各地で料理講師としても活躍しています。 

オリジナルレシピがたくさんあり、「米粉の簡単蒸しケーキ」「牛乳パッ

クで作るういろう」「エビイモぼたもち」など、生活改善実行グループ

で習ったことをもとに、自身で試作を繰り返し、レシピの改善を行っ

てきました。米粉や小麦粉、エビイモなどの食材は、自家や地域の生

産物を使用し、地元農作物の消費拡大に貢献しています。 

また、咲子さんは地域からの信頼も厚く、様々な役職を歴任されて

います。地域のＪＡ女性部の設立や、全国女性農業経営者会議の愛

知県組織「愛知かきつばたの会」による愛知県大会開催にも携わり

ました。「愛知かきつばたの会」では平成 21 年に会長を務め、愛知

県と岐阜県の共催で初めての勉強会を開催し、農林水産省や愛知県

農林水産部の女性役職者を招くなど、新しい取組も積極的に推進し

てきました。 

 

 

 

現在も農協理事や講師活動などで多忙な咲子さんですが、将来を見据え

様々な準備もしています。エビイモは生産量が激減していましたが、２年前

にご主人を中心に「エビ芋研究会」を立ち上げました。共同ほ場での栽培、

地域のイベントでの販売、小学生への授業などを行い、伝承活動も進めてい

ます。昔は生活のために栽培していたエビイモも、今は待ってくれる人のた

めに生産し、伝統行事や行事食を大切にしたいという思いの方が強くなって

いるそうです。 

最後に、若い女性農業者にメッセージをお願いしたところ、「取り組む前から難しく考えない

で、とにかく飛び込んでやってほしい。やってみればなんとかなる。」とお話しくださいました。

ご主人が病に倒れたときも、女性の組織を作ったときも、自分がなんとかしなければならないと

猛進されたそうです。すべての経験がつながって今の活躍があることを、体現されているなと感

じました。 執 筆：農業経営課 
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食育活動や女性農業者の組織設立にも尽力 

飛び込んでやれば女性でも農業分野で活躍できる 

様々なオリジナルレシピ 

料理教室の様子 
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研究会による掘り
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